
２つの出来事から考えたこと －人とのつながりについて－ 

校長 髙橋 健  

  

今日から２学期がスタートしました。子どもたちはどんな夏休みを過ごしたでしょうか。ご家

庭の皆様とともに楽しい思い出がたくさんできたことでしょう。 

  

 夏休み中は、佐渡市内で新型コロナウイルス感染症患者が増加し、現在も高止まりが続いていま

す。当校でも１学期に引き続き、感染防止対策をしっかりと行い、教育活動を進めてまいりますの

で、ご家庭でもご協力をお願いいたします。 

 

 さて、夏季休業中、私にとって大きな出来事が２つありました。 

 ８月３日から４日にかけての記録的な豪雨のため、村上市、胎内市、関川村で甚大な被害が出ま

した。村上市にある私の自宅周辺もバケツをひっくり返したような大雨だったようですが、幸いに

も自宅等には被害はありませんでした。 

 しかし、８月４日に関川村にある親戚宅に連絡したところ、床上浸水の被害があったということ

でした。急遽５日に休暇を取り、片付けの手伝いに行ってきました。５日の朝、佐渡を出発して新

潟港で妻と合流して親戚宅に到着したのは午前 10時前でしたが、別の親戚の方が１名手伝いに来

ていました。１階の多くの部屋には畳が敷いてあり、それがすべてダメになっていましたので、そ

の畳を出す作業と水につかった物を仕分ける作業がメインでした。水を吸った畳の重さは想像以上

で、晴れて気温が上がった中で一気に汗が噴き出してきました。 

午後からはまた別の親戚の方が加わり、片付け作業を続けました。作業中に災害ごみの受け入れ

を始めるという情報が入ったので、運び出した畳を全部持っていくことにしました。全部で 40～

50 枚あったと思いますが、軽トラック３台で２往復して、その時点で出た災害ごみもすべて搬出

することができました。 

 午後５時までの作業で体は疲労困憊でしたが、被害に遭った親戚の家族のほっとした表情を見て

私も安心しました。 

 

 ８月２週目、私の携帯にショートメールが入りました。 

「先生、お盆は村上に戻ってきますか。」 

 送り主は私が村上市内の小学校勤務時に５年生で担任した子で、現在、教師を目指して教育学部

で学んでいます。日取りを調整して後日会う約束をしました。 

 様々な思い出話をする中で、「僕が先生になろうと思ったのは、５・６年生のときの２年間があっ

たからです。」と言われました。その上で、小学生当時の私の印象を恐る恐る聞いてみたところ、

「初めは怖かったです。でも、４年生のときに大変だった僕らを５年生の１年間で真っすぐにした

力はすごいと思っていました。それで、５年生のときに先生になりないなと思い始めたんです。」と

彼は当時の率直な思いを聞かせてくれました。６年生になるときに私は担任を外れ、新たな担任に

変わりましたが、その１年間で将来は教師になることを決心し、両親にも宣言したそうです。 

 

 この２つの出来事から「人とのつながりの大きさや大切さ」について改めて考えました。困った

ときに助けを求められる人とのつながりはこれからの時代も必要なものです。また、私たち教師は

子どもたちに与える影響の大きさを自覚しながら全力で向き合い、つながりを作っていかなければ

ならないと痛感しました。 

 ２学期も１日１日を大切に、全ての子どもたちが安心して自分の力を伸ばすことのできる学校づ

くりに努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 



 


